
 

 

 

 

 

 
 

 

自らの夢や希望を叶える 3 年間に！ 

～新入生に送る言葉～ 

                                                      

北海道今金高等養護学校長 飯 出 広 行 

 

令和５年度は、４月 10 日（月）始業式を皮切りに、11 日（火）第 27 回入学式を挙行

いたしました。今年度の新入生は、窯業科６名、農業科６名、家庭総合科５名、計 17 名と

なります。 

今年度は、外崎今金町長、新堂ＰＴＡ会長、小川後援会長、村瀬今金町議会議長、中山今

金町教育委員会教育長の来賓の方々及び新入生保護者の御臨席を賜り、御祝辞や祝福の言葉

をいただきました。ありがとうございました。 

 当日は、新入生の緊張感が伝わる厳粛で清新な式となりました。新入生代表の「喜びのこ

とば」からは新しい学校生活への期待と不安が感じられました。新たな生活を前に、希望

や期待、緊張や不安が入り混じるのは当然のことです。この節目の日だからこそのことで

す。その思いを大切にしてほしいと思います。今後の生活の中でも、緊張や不安と向き合

うことも大切です。時にはその緊張や不安に押しつぶされそうになるかもしれません。そ

んなときは、近くの先生方に助けを求めてください。先生方はきっと優しく包み、進むべ

き方向を指し示してくれるはずです。どうぞ安心してください。そして、希望や期待を基

に存分に力を発揮してほしいと思います。 

 本校の校訓は、「自ら行動し最後まで努力する人」です。これからの予測困難な時代を、

たくましく生き抜いていくためには、自ら考え、判断し、決定し、自ら行動することが求

められます。その上で、課題や問題を発見し、その解決に向けて最後まで努力し続けるこ

とが必要です。この校訓「自ら行動し最後まで努力する人」のもと教職員と在校生はひた

むきに学習に取り組んでいます。新入生の皆さんもこの校訓のもと、本校での規律のある

中にも楽しく充実した学校生活を送ってほしいと思います。 

新入生 17 名が、充実した学校生活を送り、自らの夢や希望を叶える３年間であってほし

いと願っています。 

結びになりますが、開校以来、今金町の町民の方々をはじめ、近隣の地域の方々、企業や

行政の方々の心温まる御支援と心強い応援をいただき、校訓・学校教育目標の実現と目指す

生徒像の育成に向けて、教育活動の推進・充実に努めてきております。今年度も、本校がこ

れまで取り組んできた「地域に根ざした教育」を更に発展させていくとともに、新たな価値

を創造し、地域の方々の期待と信頼に応える魅力ある学校づくりに全教職員一丸となり努め

てまいります。 

今年度も本校の教育活動に御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
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４月 11 日（火）第 27 回入学式が行われました。今年の新入生は１7 名（窯業科６名、

農業科６名、家庭総合科５名）が加わり、在校生含め 46 名となりました。今年度から、新

型コロナウイルスの制限も緩和され、来賓の方々や保護者の皆様をはじめ、多くの方に御参

列いただきました。ホームルーム担任から名前を呼ばれ一人ひとり元気な返事を受け飯出校

長から入学を許可されました。新入生代表生徒から「社会に出るための準備として一日一日

を大切に頑張ります。」と決意が述べられました。また、在校生を代表し生徒会長から「集

団生活に戸惑い不安になることもあると思いますが、早く学校に慣れ私達と一緒に夢に向か

って頑張りましょう。」と挨拶がありました。保護者並びに地域のみなさま、今後ともよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

 
 後藤

ご と う

 牧子
ま き こ

 教諭（七飯養護学校から） 

今金男爵の魅力に惹かれて、七飯町よりまいりました。自然豊かな今

金町で生徒、保護者、職員、地域の皆さんと共に楽しく、充実した毎日

が送れるよう誠心誠意努めてまいります。 

笑顔、元気、感謝を大切に、いろいろなことにチャレンジしていきた

いと思っていますので、よろしくお願いします。 

 
 田中

た な か

 綾子
あ や こ

 教諭（千歳高等支援学校から） 

 町に入ってくる途中、川がキラキラ光っていて、見たことがないきれ

いさに驚きました。引っ越し初日から町の方々にとても親切にしていた

だき、感謝しております。保護者の皆さんや地域の方々とコミュニケー

ションをとりながら、生徒たちが希望を持ってこの学校から飛び立てる

よう、自分自身も楽しみながら頑張りたいと思います。よろしくお願い

します。 

 
 近藤

こんどう

沙也
さ や

加
か

 教諭（旭川養護学校から） 

 年間の積雪量、気温が全道トップレベルの旭川市から赴任してきまし

た「こんどう さやか」と申します。今金町の自然あふれる環境に惹か

れています。生徒にとって高校３年間が実りのある３年間となるよう精

一杯頑張ります。そして、「今金高等養護学校に来て、良かった。」と思

えるよう精一杯努めさせて頂きます。よろしくお願い致します。 



 
 小山

お や ま

 雄大
ゆうだい

 教諭（白樺高等養護学校から） 

 ボールパーク完成で盛り上がっている北広島市からまいりました。「お

やま ゆうだい」といいます。今金町の自然の豊かさ、人の温かさに赴

任したばかりですが、とても感動しています。慣れない土地での生活で

不安もあるというのが本音ですが、持ち前の元気と明るさで、今金町に

貢献できるように頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 吉田
よ し だ

 諒
りょう

祐
すけ

 教諭（新採用） 

 伊達高等養護学校から赴任しました吉田と申します。この度、期限付

きを経て、今金高等養護学校で新採用となりました。自然あふれる地域

で、農業の作業担当として自然を題材に生徒と学べることを楽しみにし

ております。少しでも生徒の力が伸ばせるよう努めていきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 深田
ふ か だ

 佳
けい

祐
すけ

 教諭（新採用） 

この度、新採用で北海道今金高等養護学校に赴任いたしました 

深田 佳祐です。採用前は、二年間美唄養護学校で期限付き教諭として

勤務させていただいていました。高等養護学校は初めてでとても緊張し

ていますが、一日でも早く皆さんの名前と顔を覚えて楽しい学校生活を

送れるように全力でサポートしていきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 米倉
よねくら

 知
ち

穂
ほ

 教諭（新採用） 

 この度、新採用で赴任いたしました。米倉 知穂（よねくら ちほ）

と申します。採用前は、北海道七飯養護学校おしま学園分校で期限付き

教諭として１年間勤務しておりました。少しでも早く学校に慣れ、生徒

達が楽しく学校生活を送れるよう、精一杯努めて参ります。不安や緊張

もありますが、今金町の温かさに支えていただきながら、頑張りますの

でよろしくお願いいたします。 

 
 宮本

みやもと

  鷹
たか

 教諭（新採用） 

 この度、新採用で赴任致しました。宮本 鷹（みやもと たか）と申

します。初の赴任ということもあり、不安や緊張がありますが、新たな

環境に新鮮さを感じ取りながら、仕事を楽しく学んで過ごしています。

一人一人の生徒とふれあい、交流を通して学校全体を活発なものにでき

るよう頑張りたいと思います。 

これからどうぞよろしくお願い致します。 



 
 加賀谷

か が や

汐音
し お ん

 教諭（新採用） 

 この度、新採用で今金高等養護学校に赴任いたしました。加賀谷 汐

音（かがや しおん）です。初めての赴任、初めての町にワクワクしな

がら毎日のように町内を散策しています。 

 未熟者ながら、少しでも多くのことを吸収し、毎日生徒が明るく・楽

しく学校生活を送れるように頑張りたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 小室

こ む ろ

 育
いく

恵
え

 教諭（期限付き教諭） 

 隣接する、八雲町より参りました。八雲町では役場職員として、八雲

町子育て支援センターに勤務しておりました。今金高等養護学校は、２

度目の勤務となります。自然豊かな今金町で、再び教諭として勤務でき

ることに喜びを感じております。子供たちに元気のパワーをたくさんも

らいながら、共に頑張っていきたいと思います。どうぞ、よろしくお願

いいたします。 

 
 鈴木

す ず き

祐
ゆう

太郎
た ろ う

 教諭（期限付き教諭） 

 北海道八雲高校から参りました鈴木祐太郎と申します。今金町では豊

かな自然に触れあいながら楽しんで暮らしていきたいと思っておりま

す。特別支援学校に勤めさせていただくのははじめてですが、一日一日

を大切に一所懸命頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

 

 鈴木
す ず き

 汰
た

朗
ろう

 教諭（期限付き教諭） 

北日吉小学校から参りました、すずき たろうと申します。高等養護学

校で勤めさせていただくのは初めてで、不安もありますが、それ以上

に、今金高等養護学校の生徒の皆さんと共に学ぶことができることをと

ても楽しみにしておりました。至らない部分もたくさんあるかと思いま

すが、精一杯尽力させていただきますので、どうぞ、よろしくお願いい

たします。 

 
 山本

やまもと

 尚司
た か し

 実習担任教諭（伊達高等養護学校から） 

 伊達高等養護学校から参りました。伊達高等養護学校での生活が少々

長かったので、早く今金高等養護学校の生活に慣れたいと思います。一

生懸命頑張りますのでよろしくお願いいたします。 



 
 北野

き た の

 知美
と も み

 専門寄宿舎指導員（七飯養護学校から） 

 果物が美味しい町、七飯町にある七飯養護学校からまいりました。自

然豊かな今金町で寄宿舎生、保護者の方々、地域のみなさんとのたくさ

んの笑顔に出会えることを楽しみにしています。 

また私自身、これから多くのことを学んでいきたいと思っています。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月 17 日（金）に近藤史郎檜山教育局長様が来校し、本校教諭２名の教育実践表彰に関

する伝達式を行いました。大槻啓二教諭は、本校における学習指導、生徒指導はじめ、職業

学科を設置する高等部の学習の中心となる作業学習の指導では、農業科学科長として社会に

出るために必要な力を付けるなど、日々研鑽し、生徒の成長に貢献してきた。ふるさと納税

返礼品や模擬株式会社の取組では、学校では普段できない活動や製品もお客様目線で生産す

るなど、本校を PR できるような取組も積極的に行ってきた。などの功績が評価され、「北

海道教育実践表彰」を受賞しました。   

 内田義文教諭は、本校赴任より窯業科学科長として学科運営、学科共通作業種の推進、ふ

るさと納税返礼品の活動推進のため主となり進めてきた。模擬株式会社の設立から現在まで、

生徒の活動を充実させるために模擬株式会社委員会を設置し、運営してきた。窯業作業にお

いて、地元の鉱物を活用した製品を次々と考案し、生徒の活動の充実や働くための力を付け

るなど、日々研鑽している。などの功績を評価され、「檜山管内教育実践表彰」を受賞しま

した。 

   

大槻教諭            内田教諭 

 

 

 

 

５月 
15 日（月） ２学年現場実習（～25 日） 

16 日（火） ３学年見学旅行（～19 日） 

６月 16 日（金） 体育祭（予備日 20 日） 

７月 11 日（火） ２学年宿泊研修（～13 日） 

８月 28 日（月） ３学年現場実習、校内実習（～９/29） 

９月 ６日（水） １学年現場実習（～14 日） 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

日 時 予 定 

１  日（日） 開校記念日 

８  日（月） ＩＭＡＹＯ週間（～12 日） 

10 日（水） 

２学年作業強化日 

３学年農業科 Ａコープ販売 10：00～11：00 

※雨天時は 12 日（金）に延期 

15 日（月） ２学年現場実習（～25 日） 

23 日（火） オープンウィーク（～25 日） 

24 日（水） 

１学年職場見学（町内） 

３学年農業科 草花苗販売会 10：00～11：00 

 場所：本校グラウンド 

※雨天時は 26 日（金）に延期 
 

予定が変更となる場合もございますので御了承ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど

家庭教育に関する悩みなど相談してください。 

 

●電話相談 
  ０１２０－３８８２－５６ 

（無料、毎日 24 時間対応 ） 
 

●メール相談※急ぎの場合は電話相談を利用してください 

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 
センターＷｅｂページ 

 

●来所相談※上記の電話相談で予約してください。 

                  （ 1 0 ～ 1 6 時 、 土 日 ・ 祝 日 、 年 末 年 始 は お 休 み で す 。 ） 

子ども相談支援センター（札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階） 

                    

 

※ センターの Web ページに、「子ども相談支援センターへの相談事例」を

掲載しています。次のＵＲＬからご覧ください。 

ＵＲＬ：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf 

 


